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１．はじめに 

農業経営体の収益を高める取り組みの一つとして，営農型太陽光発電（以下，APV）が

注目されている．一方で，水田に APV を導入した場合，遮光やパネルの支柱の影響で減

収することが報告されている．ただし，収量は遮光率（パネル設置範囲の面積に占めるパ

ネル面積の割合）だけではなく，パネルの配置によっても

異なる．本研究では，パネルによる遮光の影響を評価でき

る日射量推定モデルを用いて，水稲生育，作付面積，設置

パネル数の観点で APV のパネル配置を検討した． 

２．日射率を用いた水稲生育の検討 

日射量推定モデル（泊ら，2020）を用いて，各パネル配

置の積算日射量を検討した．パネル面積は大パネル 1.134 
m×1.722 m，小パネル 0.397 m×2.161 m の 2 種類，パネル

の設置高さは 3.225 m とした．面積 10 a（20 m×50 m）の

圃場に，市松模様に並べた市松配置，圃場短辺方向に一列

に並べた横列配置，圃場長辺方向に並べた縦列配置，畦畔

に 2 列ずつパネルを並べた畦畔配置を設定した場合のパネ

ル下の日射量を推定した（図 1，図 2）．なお，横列配置と

縦列配置については，パネル列の間隔を複数（横列:1，2，
3，4 m，縦列:2.8，5.6 m）設定した． 

圃場全体とパネル設置範囲のみ（以下，区画）

のそれぞれの日射率（遮光を受けない地点の積

算日射量に対する各地点の積算日射量の割合）

の結果が表 1 である．ここでは，適切な営農の

条件である収量 8 割以上を確保する目安とし

て，泊ら（2023）の結果をもとに日射率 80%と

する．APV 圃場で一般的な横列配置の場合，小

パネルでは 2 m 以上，大パネルでは 4 m の間隔

で設置すると，区画内でも日射率は 80%以上と

なった．なお，横列配置の場合，パネルは短辺

方向に平行に配列するが，圃場自体の方位が

45°ずれると（図中の「圃場東に 45°」），遮光

率が同じでも日射率は低下した．また，当然な

図 1 検討したパネル配置  
Investigated panel configuration 

横列配置 市松配置 

縦列配置 畦畔配置 
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図 2 畦畔配置における日射率分布  
Solar Radiation Distribution  
under Ridge-Aligned Layout 
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がら，パネル面を水平から傾けると，日射率は増大した（図中の「パネル南向き 45°」「パ

ネル北向き 45°」）．一方，縦列配置や畦畔配置では太陽が傾いている時間帯に日射がパネ

ル下に当たるため，ほとんどの条件で遮光率は 80%を上回った．ただし，これらの配列は

パネル枚数が少ないため，発電量の観点では他の配列よりも劣っている． 
３．移動距離を用いた作付面積の検討 

乗用田植機（機械幅 2.8 m）での作業を想定し，パネル配置ごとの作付面積を検討した．

ここでは，機械幅を固定してパネル支柱の間隔から走行ルートを決定し，機械の移動距離

を作付面積の指標とした．パネル支柱の間隔は，機械幅，機械幅の 2 倍（往復），機械幅

に合っていない場合（5.0 m）の 3 通りを設定した（表 2）．パネル支柱の幅は 0.075 m と

した．田植機は圃場長辺方向に走行するが，短辺方向にパネル支柱が並ぶ横列配置や市松

配置では，支柱の間隔が機械幅より小さい地点が生まれることで移動距離が減少した．ま

た，縦列配置でパネル列間隔を機械幅に合わせても，圃場の短辺長さによって設置できる

パネル列数は固定されるため，横列と変わらない移動距離となった．さらに，機械幅とパ

ネル支柱の間隔を合わせて設計しない場合，作付けできない地点が大幅に増加し，作付面

積は 20%以上

低下した．パ

ネル配置を検

討 す る 際 に

は，パネル設

置枚数や遮光

率 だ け で な

く，使用する

機械幅に合わ

せた支柱の配

置にも配慮が

必要である． 
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表 1 水田 1 枚での日射率と遮光率，パネル占有率，パネル枚数  
Solar Radiation Rate, Shading Rate, Panel Occupancy, and Number of Panels per Paddy 

表 2 水田 1 枚における作付け距離（m）  
Planting Distance per Paddy Field (m) 

括弧内の値は農業機械の旋回数を示す． 
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